































































































のnakhalu punar Anaηda Sukhii官。tyii~n lokadhiitau sattvii audiirikm11 kavaqikiiriihiiram 
iiharanti. api tu khalu punar yathiiritpam eviihiiram iikii111k$anti, tathiiritpam iihrtam eva 

































一大乗仏教における yanaの概念の起滋について J, B3賀龍彦編『法華経の受容と展開』，
京都， 1993年〔平楽寺書店］， 168 ｝＇｛を参照）。王子 JII彩博士が f道智大経jを最古の大乗経
典と考える（『初期大乗仏教の研究』春秋社， 1968:120£.）のは誤りである。訳注（ー）注 (19)
を参照。
13) 康説 Krsh (2001). 109; Krsh (1998).171.康（g泊 1g) ~参照。









































砂j の意味。『無盆寿経』は「.~ (v.l. 仮河）沙J，焚本は， Ga~igiinadi-viilukii·ベガンジスj可の砂）。



























































32) 軽便 類義語を重ねた語。六朝代の文献から見える。 Krsh(1998). 334を参照。
33) 終無痛棒穣時 この「極」は難解。一往「疲れる」の意味と考えた。















































るいは無）」「頗～不（あるいは無）Jだけでも疑問を表すが（Krsh[1998] . 303; Krsh [2001] . 
191, 195,402を参照），ここでは二つの疑問調を重ねた「寧額～無JI寧頗～不」という他に
例を見ない表現を使っている。
44) 絞泥j亙 「般浸繋」の古訳形。 Krsh(1998). 10, Krsh (2001). 412を参照。










































はり，なお」（ロ猶）の意味。 Krsh(1998). 168, Krsh (2001). 108を参照。
53) 所以者何 この設問より訴の部分と，以下の解答の部分が，論理的につながらない。
54) 最快 この場合の「快jは「好い，すばらしい」という意味。訳注（ー）注 (18），訳

























58) 岳然之無篤 「自然jは訳注（ー）設 (12）を参照。 f無宗寺Jは『老子』の中心思想、で
あり，人為を働かすことをやめることを指し道家の理想の境地。仏教では， nirvi?ta（浬梁）



































































ひたすら」（＝只）の意味。 Cf.GHX 831, Li 30. 
77) 随心所欲至到 「随心所欲～jで「随意所～」（訳設［三〕，注〔96］参照、）, r在意所欲J
（訳注［凶］，注［21］参照）と同じく，「自在に～するjの意味。




79) 塵楼豆 高箆蔵本にのみ「蓋援亙」とあるが，金蔵本などにより改める 0 If平等覚経J





































浬繋への道を得させて去る。 94）教えられた弟子たちもさらに！I慎々に 95）教え， JI原々に
96) （輪廻から）救済し，須陀担・斯陀含・阿那含・荷羅漢・独覚の道を得させる。こ
85) ｛己主 本経など後漢代の漠訳仏典から現れる表現。 Cf.Krsh(1998). 606，おぬ（2001).369. 
86) 精光 「輝き」。 HD.9.217bには漢代の例を挙げている。














95) 展誇復棺 「互いに」の意味もあるが，ここでは「次々に」の意味。 Cf.Krsh (1998). 
577.展終； Krsh(2001). 358.展縛．
















































































































127) 何等 「なにjの意味。 Cf.Krsh (1998).176, Krsh (2001). 114. 
128) 依国 同義字を重ねた語。 HD.l.1349aには『抱朴子』の例が挙げられている。
129) 以下の仏智のすばらしさを説く部分は『平等覚経』にのみ対応がある。呑JI!1984: 203を
参照。
130) 於偽所 後にも（309b29）同じ表現が出る。「於～所」で「～に」を意味する。 Cf.



































136) 時時 Cf. Krsh (1998). 404; Krsh (2001). 241. 
137）待時 前注を見よ。

























































BHS = Buddhist Hybrid Sanskrit 
『阿弥陀経J巻上







Iむsh(1998) =A Glossary of Dharmarak$a's 1子mzslationof the Lotus Sutra lE法華経謁典， Seishi
Karashima, Tokyo 1998, The International Research Institute for Advanced Buddhology, Soka 












Krsh (2001) =A Glossary of Kumarajiva’s 7子mislationof the Lotus Sutra妙法蓮華緩詞丸 Sεishi 
Karashima, Tokyo 2001, The International Research Institute for Advanced Buddhology, Soka 
University (Bibliotheca Philologica et Philosophica Buddhica I¥乃．
Li＝李維埼『例経綴穣詞J，長沙 1999（岳麓書社）．
MC = Middle Chinese （表記方法はCoblin1983: 41に準拠する）
MW= Monier-Williams, M.,A Sanskrit-EnglishDictionaη，Oxford, 1899. 
Pa= Pali 
Skt = Sanskrit 
Sukh (F）ロ刀ieLarger Sukhiivativyuha: Romanized Text of the Sanskrit Manuscripts from Nepal, ed. 
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